
有効だと思います。ご自身で歩ければ
もちろんいいですけれども、そうでな
い場合にも、周りの人が足の背屈とか
底屈の運動をしてあげたりとか、ふく
らはぎのマッサージも非常に効果があ
るといわれていますので、本人が気に
するようであれば、そういったものを
してもらってもいいかと思います。
　池脇　こういう場合に弾性ストッキ
ングをはいていただくことがあるので
すけれども、どうなのでしょうか。
　金子　これもはっきりした決まりは
ないと思うのですけれども、本人が気

にしていらっしゃるときには私も勧め
るようにしています。あまり気にして
いない場合に、わざわざしなさいとは
あまり申し上げていません。
　池脇　むくんでいるとなると、つい
つい利尿剤を迷うことがあるのですけ
れども、利尿剤の使用に関してはどう
いうご意見でしょう。
　金子　これも難しいところだと思い
ます。少量試してみることもできるか
もしれませんが、無理はしなくていい
かと思います。
　池脇　ありがとうございました。

　山内　まず、エンテロウイルスの一
般的なことですが、最近、折に触れて
よく名前を聞くようになってきていま
すが、これはウイルス群、総称と考え
てよいのでしょうね。
　清水　エンテロウイルスはピコルナ
ウイルスというRNAウイルスの仲間
に属しまして、今の分類ですと、大き
く４つの遺伝子型に分類できるウイル
スです。
　山内　その中でも特に病原性がある
もの、ないものはあるのでしょうか。
　清水　エンテロウイルスは、細かく
型に分けると、今100種類以上の型に
分けられる、非常に種類の多いウイル
スで、その中でいろいろな病原性、か
なり重症化するポリオウイルスもエン
テロウイルスの仲間ですし、一般的な
ウイルスとしては手足口病を起こすエ
ンテロウイルス71、コクサッキーA16

など、たくさんの種類のエンテロウイ
ルスがいろいろ異なった疾患に関与す
ることが知られています。
　山内　名前からは何となく消化管の
症状を引き起こすウイルスという印象
があるのですが、実際には全身のいろ
いろな臓器に影響を及ぼすウイルスと
考えてよいのですね。
　清水　口から入って、腸管でよく増
えて、ふん便に出てくる種類のウイル
スですので、腸管ではよく増えますけ
れども、症状を起こす際には、例えば
ポリオの場合、１回血中に入ったウイ
ルスが中枢神経に入ります。手足口病
の場合は、血中に出たウイルスが全身
に回って皮膚に発疹を起こすという、
一過性に全身感染をして発症するウイ
ルスになります。
　山内　消化管主体に症状を出すウイ
ルスもあるにはあるのですね。

エンテロウイルス感染症

国立感染症研究所ウイルス第二部第二室長
清　水　博　之

（聞き手　山内俊一）

　エンテロウイルス感染症についてご教示ください。
＜茨城県勤務医＞
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　清水　下痢等の患者さんからエンテ
ロウイルスが検出されるという報告は
ありますけれども、エンテロウイルス
が下痢等の腸管の疾患に強く関与する、
例えばロタウイルス、ノロウイルスの
ような下痢症を起こすウイルスとして
消化管の病気に関与する強い証拠はあ
りません。
　山内　逆に言うと、あまり病気を引
き起こさない、常在ウイルスとまでは
言わなくても、病原的には強くないウ
イルスもあると考えてよいのですか。
　清水　エンテロウイルスはたくさん
種類があって、小児のときに顕性、症
状が出る場合、それから不顕性に感染
する機会が非常に多い。たくさんのウ
イルスに顕性、不顕性にいつかは感染
しているという常在ウイルスの一つだ
と考えられていますので、症状を起こ
さない場合も多いです。不顕性感染で
推移することも、ウイルスの種類によ
っては頻繁に起きていると考えられて
います。
　山内　また一方で、感染症ですから、
いわゆる日和見感染といいますか、免
疫が弱っている方で思わぬ強い症状を
出すことも当然考えられるのですね。
　清水　エンテロウイルスの中ではポ
リオウイルスが特徴的なウイルスです。
ポリオウイルスの場合は免疫不全の患
者さんにかかった場合、あるいは免疫
不全の患者さんがポリオのワクチン株
に感染した場合に、普通より長期間、

持続感染して、発症によりつながりや
すいことが知られています。
　山内　ウイルス感染を起こして、い
わゆるウイルス血症になった場合です
けれども、実際に臓器障害を引き起こ
す率ですが、頻度はけっこう高いので
しょうか。
　清水　ウイルスの種類によりますけ
れども、重篤なエンテロウイルス感染
症の場合は中枢神経にウイルスが入っ
て、中枢神経組織に障害を与えた場合、
ポリオ、あるいはエンテロウイルス71
による脳炎のように、重篤な中枢神経
合併症を呈することがあります。ただ、
感染した人の中でそういう重篤な脳炎、
ポリオのような症状を発症する人はそ
れほど高い割合ではありません。
　山内　この質問の先生は小児科の先
生ですが、やはりこれは子どもに多い
ウイルスと考えてよいのでしょうか。
　清水　一般的にはエンテロウイルス
感染症は小児、子どもに多い感染症で
す。例えば、エンテロウイルス71によ
る手足口病、あるいはエンテロウイル
ス71による重篤な中枢神経合併症は、
年齢の低い小児ほど重篤化しやすいと
報告されています。
　山内　大人でも起こることはありう
ると考えてよいのですね。
　清水　そうですね。大人でも、無菌
性髄膜炎のようなエンテロウイルス感
染症が起きることはもちろんあります。
　山内　あるけれども、頻度としては

そう高くないと。
　清水　そうですね。子どもに比べる
と低いです。
　山内　診断はどのようにするのでし
ょうか。
　清水　診断は、臨床検体からウイル
スの分離、あるいは遺伝子検出で行う
ことが通常です。例えば、通常のエン
テロウイルス感染症の場合、ふん便に
ウイルスが出ますので、便からのウイ
ルス検出、遺伝子検出等を行って、ウ
イルスの型を同定するのが普通です。
　山内　ウイルスはわかっていないと
ころも多いかと思われますが、今、エ
ンテロウイルスの世界の中で特に注目
されているウイルスはあるのでしょう
か。
　清水　エンテロウイルスは、先ほど
お話ししたとおり、たくさん種類があ
って、いろいろな病気に関与しますが、
2014年、米国でエンテロウイルスD68
というウイルスの大きな流行があって、
非常に大きな問題となりました。
　山内　具体的にはどういったことが
起こったのですか。
　清水　エンテロウイルスD68という
のは、今までさほど多く検出されてい
なかったウイルスですけれども、この
米国の場合は、多くの場合は呼吸器感
染症、その中に肺炎のような重篤な 
呼吸器感染症を呈する流行があって、
2014年だけで1,000人以上の検出例、症
例が報告されています。

　山内　重篤例も当然多かったのでし
ょうね。
　清水　呼吸器感染症の重篤例は、2014
年も発生しています。それと、2014年
の米国の流行の際に非常に問題になっ
たのは、中枢神経合併症、例えばポリ
オに似た弛緩性麻痺、手足の麻痺を発
症した症例からエンテロウイルスD68
が検出される事例があって、それが患
者の集積、クラスターとして報告され
ました。エンテロウイルスD68は今ま
で呼吸器疾患を起こすウイルスとして
認識されていたのですが、そのような
中枢神経合併症、麻痺の残るような重
篤な疾患に関与する可能性があること
で問題になりました。
　山内　今までわかっていなかった可
能性があるのですね。
　清水　今まで中枢神経疾患への関与
はエンテロウイルスD68では認識され
ていなかったので、そこは新しい知見
だと思います。
　山内　予後に関してはどうなのです
か。
　清水　2014年発生した米国の事例で
は、弛緩性麻痺を呈した症例について
は残存麻痺が残念ながら残ると報告さ
れています。まだ症例数も多くないで
すし、2014年、新しくわかった中枢神
経合併症ですので、今後、そういう疾
患がまた発生するか、あるいはエンテ
ロウイルスD68が本当に中枢神経合併
症に関与するのか、きちんとサーベイ
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　清水　下痢等の患者さんからエンテ
ロウイルスが検出されるという報告は
ありますけれども、エンテロウイルス
が下痢等の腸管の疾患に強く関与する、
例えばロタウイルス、ノロウイルスの
ような下痢症を起こすウイルスとして
消化管の病気に関与する強い証拠はあ
りません。
　山内　逆に言うと、あまり病気を引
き起こさない、常在ウイルスとまでは
言わなくても、病原的には強くないウ
イルスもあると考えてよいのですか。
　清水　エンテロウイルスはたくさん
種類があって、小児のときに顕性、症
状が出る場合、それから不顕性に感染
する機会が非常に多い。たくさんのウ
イルスに顕性、不顕性にいつかは感染
しているという常在ウイルスの一つだ
と考えられていますので、症状を起こ
さない場合も多いです。不顕性感染で
推移することも、ウイルスの種類によ
っては頻繁に起きていると考えられて
います。
　山内　また一方で、感染症ですから、
いわゆる日和見感染といいますか、免
疫が弱っている方で思わぬ強い症状を
出すことも当然考えられるのですね。
　清水　エンテロウイルスの中ではポ
リオウイルスが特徴的なウイルスです。
ポリオウイルスの場合は免疫不全の患
者さんにかかった場合、あるいは免疫
不全の患者さんがポリオのワクチン株
に感染した場合に、普通より長期間、

持続感染して、発症によりつながりや
すいことが知られています。
　山内　ウイルス感染を起こして、い
わゆるウイルス血症になった場合です
けれども、実際に臓器障害を引き起こ
す率ですが、頻度はけっこう高いので
しょうか。
　清水　ウイルスの種類によりますけ
れども、重篤なエンテロウイルス感染
症の場合は中枢神経にウイルスが入っ
て、中枢神経組織に障害を与えた場合、
ポリオ、あるいはエンテロウイルス71
による脳炎のように、重篤な中枢神経
合併症を呈することがあります。ただ、
感染した人の中でそういう重篤な脳炎、
ポリオのような症状を発症する人はそ
れほど高い割合ではありません。
　山内　この質問の先生は小児科の先
生ですが、やはりこれは子どもに多い
ウイルスと考えてよいのでしょうか。
　清水　一般的にはエンテロウイルス
感染症は小児、子どもに多い感染症で
す。例えば、エンテロウイルス71によ
る手足口病、あるいはエンテロウイル
ス71による重篤な中枢神経合併症は、
年齢の低い小児ほど重篤化しやすいと
報告されています。
　山内　大人でも起こることはありう
ると考えてよいのですね。
　清水　そうですね。大人でも、無菌
性髄膜炎のようなエンテロウイルス感
染症が起きることはもちろんあります。
　山内　あるけれども、頻度としては

そう高くないと。
　清水　そうですね。子どもに比べる
と低いです。
　山内　診断はどのようにするのでし
ょうか。
　清水　診断は、臨床検体からウイル
スの分離、あるいは遺伝子検出で行う
ことが通常です。例えば、通常のエン
テロウイルス感染症の場合、ふん便に
ウイルスが出ますので、便からのウイ
ルス検出、遺伝子検出等を行って、ウ
イルスの型を同定するのが普通です。
　山内　ウイルスはわかっていないと
ころも多いかと思われますが、今、エ
ンテロウイルスの世界の中で特に注目
されているウイルスはあるのでしょう
か。
　清水　エンテロウイルスは、先ほど
お話ししたとおり、たくさん種類があ
って、いろいろな病気に関与しますが、
2014年、米国でエンテロウイルスD68
というウイルスの大きな流行があって、
非常に大きな問題となりました。
　山内　具体的にはどういったことが
起こったのですか。
　清水　エンテロウイルスD68という
のは、今までさほど多く検出されてい
なかったウイルスですけれども、この
米国の場合は、多くの場合は呼吸器感
染症、その中に肺炎のような重篤な 
呼吸器感染症を呈する流行があって、
2014年だけで1,000人以上の検出例、症
例が報告されています。

　山内　重篤例も当然多かったのでし
ょうね。
　清水　呼吸器感染症の重篤例は、2014
年も発生しています。それと、2014年
の米国の流行の際に非常に問題になっ
たのは、中枢神経合併症、例えばポリ
オに似た弛緩性麻痺、手足の麻痺を発
症した症例からエンテロウイルスD68
が検出される事例があって、それが患
者の集積、クラスターとして報告され
ました。エンテロウイルスD68は今ま
で呼吸器疾患を起こすウイルスとして
認識されていたのですが、そのような
中枢神経合併症、麻痺の残るような重
篤な疾患に関与する可能性があること
で問題になりました。
　山内　今までわかっていなかった可
能性があるのですね。
　清水　今まで中枢神経疾患への関与
はエンテロウイルスD68では認識され
ていなかったので、そこは新しい知見
だと思います。
　山内　予後に関してはどうなのです
か。
　清水　2014年発生した米国の事例で
は、弛緩性麻痺を呈した症例について
は残存麻痺が残念ながら残ると報告さ
れています。まだ症例数も多くないで
すし、2014年、新しくわかった中枢神
経合併症ですので、今後、そういう疾
患がまた発生するか、あるいはエンテ
ロウイルスD68が本当に中枢神経合併
症に関与するのか、きちんとサーベイ
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ランスと診断によって、米国だけでは
なくて、世界中で調べる必要があると
強調されています。
　山内　日本ではどう捉えられている
のでしょう。
　清水　エンテロウイルスD68は、日
本でもさほど珍しい型ではなくて、数
年ごとに検出事例が増える、常在的に
伝播しているウイルスです。呼吸器感
染症を起こし、その中の一部は重症呼
吸器感染症を起こすのは今まで知られ
ていましたが、米国の例のように、中
枢神経疾患、特に弛緩性麻痺に関与す
るかに関しては、日本では今まではほ
とんど報告はありませんでした。
　山内　感染経路として考えられるも

のは何でしょう。
　清水　エンテロウイルスD68は、エ
ンテロウイルスの中では少し変わった
タイプのウイルスで、ライノウイルス
と同じように経口飛沫感染が主要な伝
播経路だと考えられています。
　山内　今後、いろいろ知見が集まっ
てくると、大きな疾患群になる可能性
があるとみてよいですね。
　清水　そうですね。2015年の秋、ち
ょうどエンテロウイルスD68の流行が
起きた、症例検出例が増えたと報告さ
れていますので、そのあたりをより精
密に、きちんとモニタリングする必要
があると考えています。
　山内　ありがとうございました。

　山内　スパイロメーターというのは、
専門の先生方でない限り、少し取っつ
きにくい検査法のような印象がありま
して、この先生の質問もそれに多少則
ったところがあるのですが、まず質問
として、最大強制換気を行う肺機能検
査は、高齢者や呼吸器系の症状の強い
人などの日常生活の呼吸機能を評価す
る場合に適さないケースもあるのでは
ないか。ちょっと施行するのが難しい
ケースがあるのではないか。そういっ
た内容なのですが、例えばあの検査に
慣れているとか、理解度があるかとか、
そういった問題が出てきそうな感じが
します。先生のお考えはどうでしょうか。

　東條　スパイロメーターを使う呼吸
機能検査は、装置を使って患者さんに
対し、検査技師あるいは看護師が指示
をしながら検査をします。患者さん自
身が検査者の言っていることをちゃん
と理解できれば、例えば「息を吸って
ください」「吐いてください」という
指示に従って呼吸ができれば、高齢の
方でも、呼吸器の疾患を持っていらっ
しゃる方でも、検査をやったことがな
い方でも検査は可能です。高齢の方に
はできないとか、呼吸器の症状の強い
方はできないという検査では決してあ
りません。
　山内　高齢者でどうかという質問の

肺機能の適切な検査方法

三楽病院臨床検査科部長
東　條　尚　子

（聞き手　山内俊一）

　スパイロメーターの有効な使い方についてご教示ください。
　最大強制換気を行う肺機能検査は、高齢者や呼吸器系の症状の強い人などの
日常生活の呼吸機能を評価するには適していない場合があると思います。最大
換気でなければならない理由はあるのでしょうか。また、普通呼吸での検査の
仕方などはないのでしょうか。スパイロメーターはあるものの、一般内科では
その評価に疑問を抱くような結果しか出ないことがあります。

＜富山県開業医＞
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